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第1章　 緒 論

核 蛋 白 核 酸 の 成 分 た るPyrimidin塩 基

Uracilの 糖新陳代謝 に及ぼす影響に就ては既

に余の第1報 告1)に 於て 發表せる如 く, Ura

cilは 家 兎の飢餓血糖 を上昇せ しむ る 傾 向 を

有す る他,白 鼠肝臓 の糖原質 生成 を抑制 し,又

肝臓乳酸量 を增加せ しむる作用あ り.而 して

其作用機轉に就ては大部分推察的 解釋 を下 し

得 るに過 ぎず,未 だ明確に之を説明す るには

足 らざ りき.茲 に於 て上記Uracilの 作 用 中

糖原質生成抑制作用に關 し追究的證明 を得ん

と して文献 に徴 するに,先 に當敎 室 に 於 て

前 田氏2)は 酵母Nue1ein-酸 分解産物及び膽 汁

酸 が糖原質生成に及ぼす影 響に就 き研 究發表

し,核 蛋白代謝 産 物 はAdenyl-酸.Guanyl-

酸,Adenosin, Guanosinの み な らずAde

nin, Guaninに 至 る迄 凡て糖新陳代謝 に影響

し,白 鼠肝臓 の糖原質生成 を促進 する作用 を

有す.然 れ ど も之等が 「Amino-基 」脱 さる る

と共 に酸化せ られ てHypoxanthin, Xanthin

及び尿酸 とな る時は既に糖原質成 生 を促進 す

る作用失 はるるに至 る事 を認 めた り.茲 に於

て前 田氏の實驗 成績 に就 て仔細に點檢 す る時

は,既 に糖原質成生促進 作 田の認 め られ ざる

Hypoxanthin, Xanthin及 び尿酸の糖 原質成

生 に及ぼす影響 に就ての實驗 成績 の 中,獨 り

尿酸投與 の例のみに於 ては,其 平均値 よ りす

れば對 照實驗 と殆 ど等 しき數値 を示 せ ど も,

其 中數例の 白鼠 に於て著明に肝臓糖原質 生成

の減 退 し居 るものあ る事實に氣附 け り.依 つ

て余は前 田氏 の行へ る尿酸投與量 及び投與 方

法 を少 しく改變 し,以 て白鼠肝臓の糖原質 生
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成 状況 を觀察 した るに,尿 酸投 與に よ りて糖

原質 生成の抑 制せ らる る結果 を得 た り.茲 に

於て斯 る尿酸 及びUraci1の 肝 臟糖原質 生成

抑制 作用 は兩者如何 に關 聯せ るものな るかを

追究 する爲,尿 酸 及びUracilの 兩 者を併せ

投與 したるに其結 果は尿酸のみに 見る抑制 作

用 と同 じか りしを以 て.從 つ てUracilの 糖

原質生成に 及ぼす抑 制作用機 轉 はUracilに

よ り尿酸の生體 内增 加 を招 來 し,依 つて以て

尿酸 の作用顯 現せ るに因 るものな らん と想定

し,其 證 明 を得んが爲更に次の如 き實驗 を行

へ り.即 ちUrikaseに 及ぼすUraci1の 作用

を實驗觀察 した る に, UracilはUrikaseに

抑制的に影響 を及ぼ し,尿 酸の分解 を抑 制 し

て尿酸の體内增 加 を來す事 を認め得た り.依

つて此 の事實 を確證せ んが爲に.Uracilを 與

へ て家兎諸臟器 の尿酸量 及び 尿中Allantoin

量 を測定 し,其 の何れ もが增 量す る事實 を認

めた り.即 ち是 等の 實驗 によ りUracilの 糖

原質 生成抑制機 轉は其の一半 は懸 りてUracil

が體 内尿酸の分解 を抑制 し尿酸增 加 を招來す

る作 用に在 る事 を證 明 し,更 に尿酸の體内蓄

積に よるGichtの 原因 又其 の 一部 はUracil

の如 きPyrimidin塩 基の增 加 に 相 關 聯 す る

ものなる事 を推理 し得 る ものに して以 下實驗

に就 き詳述せん とす.

第2章　 實 驗 方 法

第1節　 Uracil及 び尿酸の肝臟糖 原質

成生 に及ぼす影響

第1項　 Usacil,尿 酸 及び實驗動物

Uracil及 び 尿酸 は共に吾敎 室 に於 て精製 し

た る もの を用ひ.實 驗動物 としては中等 大健

康な る雄性 白鼠 を用 ひ,第1報 告の第2章 第

2節 に記載 せる如 き條件下 に飼育せ るもの を

實驗 に供せ り.

第2項　 葡萄糖, Uracil,尿 酸 及び 尿酸

の浴媒た る「炭酸 リチ ウム 」

の投與方法

葡萄糖:　 40g/dl溶 液 と し24時 間飢餓せ し

めた る白鼠に 體 重100gに つ き1.0cc (0.4g)

を皮 下に注射 す.

Uracil:　 0.5%水 溶液 と し,葡 萄 糖 注 射

後1時 間 を經 て 白 鼠 體 重100gに つ き4.0cc

 (20mg)を 皮下 に注 射 す.

尿酸:　 0.7%「 炭 酸 リチ ウ ム」溶液 に 尿酸 が

0.5%に な る 如 く溶 解 し,白 鼠 體 重100gに つ

き2.0cc (l0mg)を 皮下 に,時 間 は 葡 萄糖 を

注 射 せ る後1時 間 を經 て注射 す.Uracilを 併

せ 注 射 す る場 合 に はUracil注 射 後10分 を 經

て 尿酸 を注射 せ り.

「炭酸 リチ ウム 」:　0.7%溶 液 と して 葡萄 糖

注射 後1時 間 を 經て 白 鼠 體 重100gに つ き

2.0ccを 皮下 に注射 す.

第3項　 實 施

白鼠 を5群 に分 ち,其 各群に就 き次 の物 を

投 與す.

第1群　 葡萄糖(對 照1)

第2群　 葡萄 糖+「 炭酸 リチ ウム」(對照2)

第3群　 葡萄糖+Uracil

第4群　 葡萄糖+尿 酸

第5群　 葡萄糖+尿 酸+Uracil

以上何れ も皮下注射 と し各 白鼠群 と も葡萄

糖注射後3時 間 を 經て頭部打撃,頸 動脈切斷

に よ り出血死せ しめ速か に肝臟 を摘出 して之

に就 き岩崎-毛利氏法 を更改 したる 須藤氏法3)

に よ り糖原質 を加水分 解 し,生 じた る糖 を

Hagedorn-Yensen氏 法に よ り定量 し糖原質

に換 算せ り.實 驗成績 を 表 Ⅰ(1,2,3,4,5)に

掲 ぐ.

第2節　 家 兎肝 臟Urikaseに 及 ぼす

Uracilの 影 響

第1項　 酵 素, Uracil及 び 尿酸

Urikaseと して家 兎の 肝臟 紛 末 を使 用 す.

粉 末Urikaseの 製 法 はK. Felix, Fr. Scheel

 u. W. Schuler4)氏 等 に據 り.家 兎の頸 動 脈 を

切斷 出血 死 に 至 ら しめ血 液 の 充分 流 出 す るを

待 ち 直 ちに 肝 臟 を摘 出 し,之 を細 く切 り乳 鉢

に て 粥 状 とな し, Aceton及 びAetherを 以 て

洗 ひ乾燥 粉 末 とせ り.Uracil及 び 尿酸 は吾 教

室 に 於て精 製 せ る もの を用 ひUracilは0.5%

溶液 と し,尿 酸 は 曹 達 溶液 と して0.1%に 溶
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解 して使用す.

第2項　 實 施

1) 實 驗 装 置:　 一 定 量 の 尿酸,肝 臟 粉 末

及 ぶUracilを200cc容 量 のErlenmeyerの

Kolbenに 混 入 し,是 にClark u. Lubs5)氏 緩

衝劑 混 合液 を所 要 のpHと な る如 く加 へ て全

量 を100ccと な し,之 にCaprylalkohol數 滴

を滴 加 して泡 末 の立 つ を 防 ぎ,こ のKolben

に 「ゴム栓 」を施 し,栓 に2本 の硝 子 管 を貫 き,

其 中の1本 はKolbenの 底部 に達せ しめて清

洗せ る空氣 を液 中に通ず る如 くし,他 の1本

は短 くして 「吸引 ポ ンプ」に 連結 す.而 して

Kolbenを38.0℃ に保持せ る恒温浴槽 中に浸

し,炭 酸及び「ア ンモニア」を含 まざる空氣 を

Kolben内 の 液 中に 一定速度 を以 て一定時間

通 じつつUrikaseを 作用せ しむ.

2) 定 量:　 實驗は

(1) Urikase+緩 衝液

(2) 尿酸液+緩 衝液

(3) 尿酸液+Urikase+緩 衝液

(4) 尿酸液+Urikase+緩 衝液+Uracil液

の4種 を同時 に施行 し,各 に就て殘留せ る尿

酸量 をBenedict氏 法6)に よ り定量す.上 記の

(2)の 尿酸量 は附加 尿酸量 を示す.而 して(3)

又は(4)の 尿酸量 よ り(1)の 尿酸量 を減ぜ し

値 を(2)よ り差引 く時は對照並に本實験 の尿

酸分解量を得 る もの とす.

3) 「水 素 イオ ン濃 度 」:　 Urikase作 用 の

至 適「水素 イ オ ン濃 度」は文 献 に就 て 見 るに報

告 者に よ り幾 分 其 値 を異 にす.即 ち 及 川亮 輔

氏7)に よれ ばpH 7.1-7.2, K.Felix, Fr.

Scheel u. W. Schuler4)氏 等 に よれ ば酸 化 相 に

於 てはpH 8.9,炭 酸 基 脱相 に 於 て はPH 9.9, 

K. Ro8)氏 に よれば ｐH 9.4, R. Truszkowski9)

氏 に よれ ば 牛 の腎 中 のUrikaseはpH8.0,竹

内信 夫10)氏 に よれ ば 家 兎肝 臟Urikaseに 就 て

pH 9.0及 びpH 9,6と 云 へ り.余 は 家 兎肝臟

粉 末0.1g,附 加 尿酸 量15.0mg,通 氣 時 間1.5

時 間,温 度38.0℃ と して實 験 し,下 表 の如 く

略 々竹 内氏 の 實験 に近 き結 果 を得 た る を以 て

pH 9.0に 於 て 本實 驗 を行へ り.

pH　 分解尿酸量(mg)

7.0  2.905

7.6  3.785

8.0  5.056

8.6  5.570

9.0  6.175

9.4  6.012

9.6  6.180

10.0  5.056

4) 實 驗: pH 9.0,温 度38.0℃,附 加

尿酸 量10mg或 は15mg,肝 臟 粉 末0.1g.通

氣 時 間1時 間 或 は1.5時 間 と し,加 へ た る

Uracil量 は5mg,20mg及 び200mgの 各 量

に して 其 成績 を表 Ⅱ(1,2,3)に 掲 ぐ.

第3節　 家 兎諸 臟 器 尿酸 量 に及 ぼ す

Uracilの 影 響

健 康 な る雄 性 家 兎 を乾 燥 せ る豆 腐 粕50g,

水200cc,靑 菜50gを 以 て 飼 育 し,體 重の 増

減 な きに至 ら しめた る後 實 驗 に 供 す.Uracil

は1.0%溶 液 と して 用ふ.家 兎 を20時 間 飢 餓

せ しめた る後,Uracilを 體 重1kgに つ き70

mg靜 脈 内 に 注射 し,注 射 後2時 間 を經 て 頸

動 脈 を 切斷 し出血 死 に 至 ら しめ,充 分 血 液 の

流 出 す る を待 ち,直 ち に其 肝 臟,兩 側腎 臟,脾

臟 及び右 背 部 の 筋 肉 を摘 出 し,附 着 せ る血 液

は よ く拭 ひ去 りた る後 秤 量 し,各 臟 器 を粥 状

とな して 平均 す.而 して肝臟,腎 臟 は各5.0g,

脾臟 は1箇 全部,筋 肉 は10gを 用 ひて 各 の 尿

酸 量 を定 量せ り.定 量 はBenedict氏 比 色 定

量 法6)に 從 ひ,除 蛋 白法 に 就 て はO.Folin,

 H.Berglund, a.C.Derick氏11)等 の 方 法 に

據 れ り.實 驗 成 績 を表 Ⅲ(1,2)に 掲 ぐ.

第4節　 尿中Allantoin量 に及ぼす

Uracilの 影響

實驗動物 と して健康 なる中等大雄 性家 兎を

用ふ.1日 の飼料 と して乾燥 せ る豆腐粕50g,

水200cc及 び靑 菜50gを 與 ふ.毎 朝午前8時

空腹 時に於 て 金屬Katheterを 以 て採 尿 し膀

胱洗 滌 によ り完全な る1日 全 尿量 を採 取 す.

Uracilは1.0%溶 液 と して午前10時 に靜 脈
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内 に 注射 す.AllantoinはSttanley R. Bene

dict12)及 び 長 島氏13)の 方法 に從 ひ 間 接 的 に

定 量 〓 り.即 ちAllantoin及 び 尿素 を合 した

る窒素 量 を定 量 し,こ れ よ り他 に定 量 せ る尿

素 窒素 量(定 量 はvan Slyke-Cullen氏 法14)に

依 る)を 差 引 きてAllantoin窒 素 量 を得 た り.

實 驗 成績 を表 Ⅳ (1,2)に 掲 ぐ.

表 Ⅰ　白鼠肝臟糖原質量%

(1 )

( 2 )

(3)

(4)

(5)

第3章　 實驗 成績及び考按

實驗 成績 表 Ⅰ(1,2,3,4,5)の 中(1)(2)は

對 照實驗 に して(1)に 於 ては40g/dlの 葡萄

糖 を體 重100gに つ き1.0cc(0.4g)を 皮下注

射 した る後3時 間 目の白鼠肝臟糖 原質量 を示

し,其 値0.98%乃 至1.67%平 均1.387%,(2)

に於 ては 葡萄 糖 注 射 の 他 に 尿酸 の溶 媒 と して

使 用 せ る 「炭酸 リチ ウム」の0.7%溶 液 を體 重

100g .につ き2.0cc皮 下 注 射 した る白鼠 の 肝臟

糖 原 質 量 を示 し,其 値0.95乃 至1.83%の 間 に

あ り 平均 値1.385%に して(1)も(2)も 殆 ど

同 一 の値 を示 せ り.(3)は 葡萄 糖 注射 後Ura

cilを 體 重100gに つ き20mg皮 下注 射 した

る もの に して 其 値0.84-2.03%平 均1.234%

を示 し,對 照(1)(2)に 比 し11.0%の 減 少な

り.(4)に 於 て は葡 萄 糖注 射 後 尿 酸 を注 射 せ

る もの に して 肝臟糖 原質 量0.78-1.36%平 均

0.986%に して,對 照(1)(2)に 比 し28.8%

の 減 少,Uracilを 注射 せ る(3)の 場 合 よ りも

20.1%の 減 少 な り.(5)はUraci1及 び 尿酸 を
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併せ 注 射 した る もの に して肝臟 糖 原 質 量0.62

%乃 至1.05%平 均0.891%と なる.之 は對 照

に比 し36.4%の 減 少,(3)に 示 すUracil投 與

の例 よ りも27.7%,(4)の 尿酸 の み を注射 せ

し例 よ り も9.6%の 減 少 となれ り.

表 Ⅱ　 (1)

pH 9.0,温 度38.0℃,通 氣時 間1時 間

肝臟 末0.1g,　 附 加尿 酸 量10.0mg

表 Ⅱ　 (2)

pH 9.0,温 度38.0℃,通 氣時 間1.5時 間

肝臟 末0.1g,　 附 加 尿酸 量15.0mg

表 Ⅱ　 (3)

pH 9.0,温 度38.0℃,通 氣 時 間1.5時 間

肝臟 末0.1g,　 附 加 尿酸 量15.0mg

以上の成績 を通 覧す る時 は余 の 第1報 告1)

に於 けると同 じくUracilの 肝臟糖原 質 生 成

抑制 作用認 め らるる他に,尿 酸 も亦糖原質生

成に抑制的に作用す る こと瞭 然 た り.即 ち

前田氏2)の 報告 に相異 して尿酸に於て も糖 原

質生成抑制作用認め られ,糖 原質生成の減少

度は28.8%な り.更 に表 Ⅰ(5)に 見 る如 く

Uracil及 び尿酸 を併せ與ふ る時の糖 原質生成

は36.4%の 減少 とな り,尿 酸 のみに依 る抑制

作 用の程度 と比較 し大差な き事 を知 る.是 に

於てUracilの 肝 臟 糖 原 質 生 成 抑 制 作 用 は

Uracilが 尿酸 を增量せ しめて尿酸の作 用を顯

現せ しむ る場合あ り得 るを構想 し得べ し.而

して尿酸の體 内に於ける增量 に就ては尿酸の

成生增 加に よる場合,若 しくは尿酸 の分解減

退 に よる場合の兩の場合 を考へ得.依 つて余

は尿酸 の分解 に關 す るUracilの 態 度 を明 か

にせんが爲Urikaseに 及ぼすUracilの 影響

につ き實驗 し,表 Ⅱ(1,2,3)に 見る如 き結

果 を得た り.表 Ⅱ(1)は10mgの 尿酸 にpH

9.0,温 度38.0℃ に於て肝臟末0.1gを1時 間

作 用せ しめ,之 にUracil 5mgを 介 入せ しめ

た る實 驗結 果 に して,對 照 例 に於 け る尿 酸 分

解 量4.430mgに 對 しUracil附 加 の 例 に 於 て

は4.118mg即 ち7.0%の 分 解 減 少 を認 む.表

Ⅱ(2)は 尿酸15mgにpH 9.0 ,温 度38.0℃

に於 て 肝 臟 表 ,0.1gを1.5時 間 作 用 せ し め,

Uracil 20mgを 加 へ し例 に して
,對 照6.592

mgに 對 し本 實 驗5.828mgな り.即 ちUracil

に よ り約11.6%尿 酸 分 解 が 抑制 せ ら る る を

示 す.表 Ⅱ(3)は(2)と 同 じ條 件 下 にUracil

を20mg及 び200mgを 對 照 と同時 に 作 用せ

しめた る 例 に して,Uracil 20mgの 場 合 は
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9.1%,Uraci 200mgに て10.5%の 分解減少

率 を示す.即 ちUraciはUrikaseに よる尿

酸の分解 を輕度 乍 ら抑 制 し,其 抑 制 作 用 は

Uracilの 量 には關係 少きが如 く見ゆ.斯 の如

く してUracilは 生體内に於て もUrikase抑

制 作用によ りて尿酸 に增 量す る もの な る べ

く,此の事 を實證せ んが 爲に次 の實驗 と して,

家 兎にUraci1を 與へて 共臟器の 尿酸 含有量

を定量 した り.其 成績 を表 Ⅲ に就 て見 るに

表 Ⅲ (1)は 對照た る正常家 兎,表 Ⅲ (2)は

Uracilを 與へ た る 家 兎の 臟 器 尿酸 量 に して,

兩 者 を 夫 々 の 平均 値 に よ りて 比 較 照 合 す る

,に,對 照 實驗 に 於 て は 肝 臟 の 尿 酸 は 絶 對 量

1.6060mg乃 至2.4591mg,平 坪2.0245mg,含

有 量 百分 率 は3.810mg%乃 至4.800mg%,平

均4.382mg%に して,腎 臟 尿酸 量 は 絶 對 量

0.1425mg乃 至0.2347mg,平 均0.1899mg,

百分 率 は1.500mg%乃 至1.904mg%,平 均

1.708mg,脾 臟 に於 ては 絶 對 量0.0692-0.1500

mg,平 均0.1025mg,百 分 率 にすれ ば5.930mg

%-9.885mg%,平 均7.370mg%筋 肉 の其 れ

は0.329-0.536mg%,平 均0.408mg%な り.

之 に對 しUracilを 注射 せ る家 兎に 於 て は 表

Ⅲ (2)に 見 らる る如 く肝 臟 尿 酸 絶 對 量2.0000

mg乃 至3.1080mg,平 均2.5943mgに して 對

照 に 比 す る 時 は28.1%の增 加 とな り,百 分

率 は4.736-5.600mg%,平 均5.234mg%に

して,對 照 に比 し19.5%の增 量 となれ り.次

表 Ⅲ (1) 正 常 家 兎 諸 臟 器 尿 酸 量mg%

表 Ⅲ (2) Uracil(70mg/體 重1kg)を 注 射 せ る家 兎 の諸 臟 器 尿 酸 量mg%
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に腎臟に於ては絶 對量平均値0.2309mgに し

て對照 に比 し22.4%の增 加 となれ ど も百 分

率 よ りすれば 平均1.785mg%に して對照 に

比 し僅か に4.4%增 せ るに過 ぎざるを以 て其

の含有量百分率 は殆 ど差異な く,腎 臟 に於 て

はUracilの 影響 見られ ず.脾 臟 に於ては 絶

對尿酸量平均0.1201mgに して對 照 に比 し

17.1%の增 加 となれど も百分率の上 よ りすれ

ば其値 平均6.764mg%に して却て8.2%の 減 、

少となる.筋 肉に於ては平均0.400mg%に

して對照 の0.408mg%と 殆 ど同一の値な り.

以上 を通覧す る時 は肝臟以外の臟 器に於ては

其の尿酸含有量はUracilの 注射に よ り殆 ど

影響 を受けざる如 く見 え,獨 り肝臟に於て絶

對 量28.1%,百 分率19.5%の增 加 が 認 め ら

る.脾 臟 に於 ては 百 分率 に 就 て8.2%の 減 少

とな り居 る も之 は其 減 少度 僅 少に して意 義 を

附 す るに足 らざ るべ し.〓 て この 肝臟 尿 酸 の

Uracil注 射 に よる增 加 は,前 述 せ るUracilの

Urikaseに 及 ぼ す 抑 制 作 用 と 併 せ 考 ふ る 時

は,明 か にUracilに よ りて 尿酸 の分 解 が 抑 制

せ られ た る もの と解 釋 し得 べ し.斯 るUracil

注 射 に よる尿 酸 の 體 内增 加 よ り して尿 中 に排

泄 さる る尿酸 乃 至Allantoin量 は如何 に變 化

す るや を檢 索 せ ん に,家 兎尿 中の 尿酸 含 有 量

はAllantoin量 に比 し甚 しく小 な る を 以 て,

實驗 に よる變 化 を 見 易 か ら しむ る 爲 にAl

lantoin量 に就 き定 量 して其結 果 を見 た る に

表 Ⅳ(1,2)に 示 せ る如 く,Allantoinは.Ura

cil注 射 に よ り尿 中 に增 量せ る を認 む.即 ち

表 Ⅳ　 尿 中Allantoin量mg

(1) 家 兎 (1) 〓　 體 重2650g

(2) 家 兎 (2) 〓　 體 重2570g
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家 兎(1)に 於 て はUracil注 射 前2日 間 の

Allantoin-N量 は1日 平均92mg, Uracilを

注 射せ る2日 間 は1日 平均130mg,注 射 後2

日間 に於 て は1日 平 均97mgと な り, Uracil

注 射 に よ り尿 中 のAllantoin-Nは41.3%増

量 せ る を 認 む.家 兎(2)に 於 てはUracil注

射 前2日 間 に於 け る1日 平 均 値119mg, Ura

cil注 射 の2日 間 は1日 平 均146mg,注 射 後 の

2日 間 は 平 均116mgに して, Uracil注 射 に

よ りAllantain尿 中增 量22.7%と なる.即 ち

Uracilの 注 射 に よ り體 内 に增 加 した る尿 酸 は

Allantoinと して尿 中に排 泄 せ られ,爲 に 尿

中 にAllantoin增 量 す る もの と解 す る を得 べ

し.

以上4種 の實驗 成績 を總括 して按 ず るに,

之等の 實驗 成績 はUracilの 糖新陳代謝 に 及

ぼ す影響 に就き,尿 酸 を介在せ しめて,Ura

cilが 肝臟糖原質の生成 を抑制す る機 轉 に對

して説明 を與ふ る もの に して,尿 酸 が肝 臟

糖原質生成 を減退せ しむる作用あ る を以 て,

Uracilの 糖 原質 生成抑 制 作 用 は,Uracilが

先づ尿酸 の分解 を抑制 して尿酸 量 を增加せ し

め,二 次 的に尿酸の糖原質生成抑制作用が現

るる もの と解す るを得 べ く,之が實證 と して,

Uracilの 注射に よ り家兎肝臟 の 尿 酸 量 の増

加す る事,及 び 體 内にUracil注 射に よ り增

量せ る尿酸はAllantoinと して尿中に增 加 し

て見出さるる ことを何れ も實驗的 に證 明す る

を得 た り.猶 以上の所論 よ りして尿酸の體内

蓄積 に基きて發病す る處のGichtは 其原因の

一部 は,Uracilの 體内增 加に基 く尿酸 の增 加

に連 繋する所あ るべ き を想察 し得 べ し.

第4章　 結 論

1)　 白 鼠肝臟 糖 原 質 量 は尿 酸 注 射 に よ り減

少 す.こ の 尿酸 の糖 原 質 生 成 抑 制 作 用 はUra

cilを 併せ 注 射 す る も變 化 を受 けず.

2)　 Urikaseに よ る 尿 酸 の 分 解 に 對 して

Uracilは 抑 制 的 に作 用 す.

3)　 家 兎 肝臟 の尿 酸 含 有 量 は適 量 のUracil

注 射 に よ り增 量 す.

4)　 家 兎尿 中 のAllantoin量 はUracil注

射 に よ り增 量 す.

擱筆す るに當 り,御 懇篤 なる御指導 と御 校閲 を

賜は りし恩師淸 水敎 授並に有益 な る御敎 示にあづ

か りし井阪助敎 授 に對 し滿腔 の謝意 を表 す.
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